
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アナログ公衆網 ファクシミリ装置 画情報を する機能と、インターネット

電子メール

少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置におい
て、
　受信した 電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送 ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常終了）の

画情報の送
信元へ送信する配達確認制御手段を備えたことを特徴とするインターネットファクシミリ
ゲートウェイ装置。
【請求項２】
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を介して に 送信
を介して 送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を

第１の と、
指示が含まれている場合、該第１の電子メール受

信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含む電子メ
ールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページ
についての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦
中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセージを含む
第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送
手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記
画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＤＳＮの送信成
功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した



　アナログ公衆網 ファクシミリ装置 画情報を する機能と、インターネット
電子メール

少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置におい
て、
　受信した の電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送 ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）

画情報
の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたことを特徴とするインターネットファクシ
ミリゲートウェイ装置。
【請求項３】
　アナログ公衆網 ファクシミリ装置 画情報を する機能と、インターネット

電子メール

少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置におい
て、
　受信した 電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送

画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えた
ことを特徴とするインターネットファクシミリゲートウェイ装置。
【請求項４】
　アナログ公衆網 ファクシミリ装置 画情報を する機能と、インターネット

電子メール

少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置におい
て、
　受信した 電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送

画情報の送信元へ送信する配達確
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を介して に 送信
を介して 送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を

第１ と、
の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受

信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含む電子メ
ールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページ
についての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦
中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセージを含む
第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送
手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し上記画
情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、ＤＳＮの送
信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した

を介して に 送信
を介して 送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を

第１の と、ＭＤＮ
によるメールの配達確認の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受信の正常終了
のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレス
の記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信できなかった場
合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送
信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した
画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受
信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信
動作が正常終了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の
電子メールを作成して前記記憶した

を介して に 送信
を介して 送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を

第１の と、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送
信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信で
きなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信した
ページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して
前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、
確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信
または再送信動作が正常終了しなかった場合には、ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッ
セージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した



認制御手段を備えたことを特徴とするインターネットファクシミリゲートウェイ装置。
【請求項５】
　

　受信した 電子メールに、

画情報の送
信元へ送信する配達確認制御手段を備えたことを特徴とするインターネットファクシミリ
ゲートウェイ装置。
【請求項６】
　

　受信した 電子メールに、

画情
報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたことを特徴とするインターネットファク
シミリゲートウェイ装置。
【請求項７】
　

　受信した 電子メールに、
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デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インターネット
を介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置におい
て、

第１の グループ４ファクシミリ装置への画情報転送と、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常終了）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含む電子メ
ールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページ
についての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦
中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセージを含む
第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送
手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記
画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＤＳＮの送信成
功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した

デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インターネット
を介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置におい
て、

第１の グループ４ファクシミリ装置への画情報転送と、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含む電子メ
ールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページ
についての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦
中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセージを含む
第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送
手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記
画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、ＤＳＮの
送信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した

デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インターネット
を介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置におい
て、

第１の グループ４ファクシミリ装置への画情報転送と、ＭＤＮ
によるメールの配達確認の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受信の正常終了
のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレス
の記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信できなかった場
合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送
信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した
画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受



画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えた
ことを特徴とするインターネットファクシミリゲートウェイ装置。
【請求項８】
　

　受信した 電子メールに、

画情報の送信元へ送信する配達確
認制御手段を備えたことを特徴とするインターネットファクシミリゲートウェイ装置。
【請求項９】
　

　受信した 電子メールに、

　

【請求項１０】
　

　受信した 電子メールに、
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信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信
動作が正常終了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の
電子メールを作成して前記記憶した

デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インターネット
を介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置におい
て、

第１の グループ４ファクシミリ装置への画情報転送と、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送
信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信で
きなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信した
ページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して
前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、
確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信
または再送信動作が正常終了しなかった場合には、ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッ
セージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した

アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インターネット
を介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御
方法において、

第１の グループ３ファクシミリ装置への画情報転送と、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常終了）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含む電子メ
ールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページ
についての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦
中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセージを含む
第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送
手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、

上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＤＳＮの
送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情
報の送信元へ送信するようにしたことを特徴とするインターネットファクシミリゲートウ
ェイ装置の制御方法。

アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インターネット
を介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御
方法において、

第１の グループ３ファクシミリ装置への画情報転送と、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含む電子メ
ールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページ
についての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦



【請求項１１】
　

　受信した 電子メールに、

【請求項１２】
　

　受信した 電子メールに、

【請求項１３】
　デジタル公衆網 ファクシミリ装置 画情報を する機能と、インターネット

電子メール

　受信した 電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送
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中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセージを含む
第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送
手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、
　上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、Ｄ
ＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶し
た画情報の送信元へ送信するようにしたことを特徴とするインターネットファクシミリゲ
ートウェイ装置の制御方法。

アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インターネット
を介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御
方法において、

第１の グループ３ファクシミリ装置への画情報転送と、ＭＤＮ
によるメールの配達確認の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受信の正常終了
のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレス
の記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信できなかった場
合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送
信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した
画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答
を受信できなかったページの画情報を送信し、
　上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＭＤＮの
送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情
報の送信元へ送信するようにしたことを特徴とするインターネットファクシミリゲートウ
ェイ装置の制御方法。

アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インターネット
を介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御
方法において、

第１の グループ３ファクシミリ装置への画情報転送と、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送
信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信で
きなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信した
ページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して
前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段により同一宛先へ再発呼
し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、
　上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、Ｍ
ＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶し
た画情報の送信元へ送信するようにしたことを特徴とするインターネットファクシミリゲ
ートウェイ装置の制御方法。

を介して に 送信
を介して 送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御
方法において、

第１の と、ＤＳＮ



【請求項１４】
　デジタル公衆網 ファクシミリ装置 画情報を する機能と、インターネット

電子メール

　受信した 電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送

【請求項１５】
　デジタル公衆網 ファクシミリ装置 画情報を する機能と、インターネット

電子メール

　受信した 電子メールに、

【請求項１６】
　デジタル公衆網 ファクシミリ装置 画情報を する機能と、インターネット

電子メール
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によるメールの配達確認（正常終了）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含む電子メ
ールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページ
についての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦
中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセージを含む
第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送
手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、
　上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＤＳＮの
送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情
報の送信元へ送信するようにしたことを特徴とするインターネットファクシミリゲートウ
ェイ装置の制御方法。

を介して に 送信
を介して 送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御
方法において、

第１の と、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含む電子メ
ールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページ
についての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦
中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセージを含む
第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送
手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、
　上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、Ｄ
ＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶し
た画情報の送信元へ送信するようにしたことを特徴とするインターネットファクシミリゲ
ートウェイ装置の制御方法。

を介して に 送信
を介して 送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の
グループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御
方法において、

第１の グループ４ファクシミリ装置への画情報転送と、ＭＤＮ
によるメールの配達確認の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受信の正常終了
のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレス
の記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信できなかった場
合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送
信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した
画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答
を受信できなかったページの画情報を送信し、
　上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＭＤＮの
送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情
報の送信元へ送信するようにしたことを特徴とするインターネットファクシミリゲートウ
ェイ装置の制御方法。

を介して に 送信
を介して 送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転送先の



　受信した 電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、イン
ターネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定され
た転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信
を開始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ
装置、および、その制御方法、および、デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情
報を送信する機能と、インターネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メ
ールの受信中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メー
ルに含まれる画情報の送信を開始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネット
ファクシミリゲートウェイ装置、および、その制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置が実用されている。
【０００３】
また、デジタル公衆網（ＩＳＤＮ）に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報を
やりとりする機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりす
る機能を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置も実用されてい
る。
【０００４】
このようなインターネットファクシミリゲートウェイ装置を用いると、インターネットに
接続されている各ホスト装置と、アナログ公衆網に接続されているグループ３ファクシミ
リ装置、あるいは、ＩＳＤＮに接続されているグループ４ファクシミリ装置との間で、種
々のメッセージを交換することができ、非常に便利である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、このようなインターネットファクシミリゲートウェイ装置では、インターネッ
トに接続されているホスト装置から、アナログ公衆網に接続され得いるグループ３ファク
シミリ装置に画情報を送信する際、ホスト装置は、インターネットファクシミリゲートウ
ェイ装置に対し、画情報転送を要求する電子メールを送信する。
【０００６】
そのため、転送先のグループ３ファクシミリ装置に対する画情報の送信状況を、送信元の
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グループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開始する
画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御
方法において、

第１の と、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受
信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送
信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信で
きなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信した
ページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して
前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段により同一宛先へ再発呼
し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、
　上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、Ｍ
ＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶し
た画情報の送信元へ送信するようにしたことを特徴とするインターネットファクシミリゲ
ートウェイ装置の制御方法。



ホスト装置側では直接知ることができないため、画情報の送信ユーザは、宛先（転送先）
のグループ３ファクシミリ装置に画情報が送信できているのか否かを容易に判断すること
ができないという事態を生じていた。
【０００７】
本発明は、かかる実情に鑑みてなされたものであり、転送先のファクシミリ装置に対する
画情報の送信状況を、送信元で容易に確認できるようにしたインターネットファクシミリ
ゲートウェイ装置およびその制御方法を提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、イン
ターネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定され
た転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信
を開始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ
装置において、受信した第１の電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転
送と、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常終了）の指示が含まれている場合、該第１の
電子メール受信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージ
を含む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信
時、全ページについての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情
報送信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッ
セージを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、
前記画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を
送信し、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、Ｄ
ＳＮの送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶し
た画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたものである。
【０００９】
　また、アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
において、受信した第１の電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送と
、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子
メール受信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含
む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、
全ページについての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送
信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセー
ジを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記
画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信
し上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、Ｄ
ＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶し
た画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたものである。
【００１０】
　また、アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
において、受信した第１の電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送と
、ＭＤＮによるメールの配達確認の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受信の
正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元
アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信できな
かった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したペー
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ジまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記
記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、確認
応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信また
は再送信動作が正常終了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを含
む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段
を備えたものである。
【００１１】
　また、アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
において、受信した第１の電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送と
、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子
メール受信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画
情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答
を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦中止し、確認応答を
受信したページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを
作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段は同一宛先へ再
発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の画
情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、ＭＤＮの送信失敗をあらわす
確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信す
る配達確認制御手段を備えたものである。
【００１２】
　また、デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
において、受信した第１の電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送と
、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常終了）の指示が含まれている場合、該第１の電子
メール受信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含
む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、
全ページについての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送
信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセー
ジを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記
画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信
し、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＤＳＮ
の送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画
情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたものである。
【００１３】
　また、デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
において、受信した第１の電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送と
、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子
メール受信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッセージを含
む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、
全ページについての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送
信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メッセー
ジを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記
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画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信
し、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、
ＤＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶
した画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたものである。
【００１４】
　また、デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
において、受信した第１の電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送と
、ＭＤＮによるメールの配達確認の指示が含まれている場合、該第１の電子メール受信の
正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元
アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信できな
かった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したペー
ジまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記
記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段は同一宛先へ再発呼し、確認
応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信また
は再送信動作が正常終了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを含
む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段
を備えたものである。
【００１５】
　また、デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
において、受信した第１の電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送と
、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該第１の電子
メール受信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画
情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答
を受信できなかった場合には、前記画像転送手段は画情報送信を一旦中止し、確認応答を
受信したページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを
作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段は同一宛先へ再
発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の画
情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、ＭＤＮの送信失敗をあらわす
確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信す
る配達確認制御手段を備えたものである。
【００１６】
　また、アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
の制御方法において、受信した第１の電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画
情報転送と、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常終了）の指示が含まれている場合、該
第１の電子メール受信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッ
セージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報
の送信時、全ページについての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段
の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確
認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、
また、前記画像転送手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページ
の画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したと
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きには、ＤＳＮの送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して
前記記憶した画情報の送信元へ送信するようにしたものである。
【００１７】
　また、アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
の制御方法において、受信した第１の電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画
情報転送と、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該
第１の電子メール受信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッ
セージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報
の送信時、全ページについての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段
の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確
認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、
また、前記画像転送手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページ
の画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなか
った場合には、ＤＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作
成して前記記憶した画情報の送信元へ送信するようにしたものである。
【００１８】
　また、アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
の制御方法において、受信した第１の電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画
情報転送と、ＭＤＮによるメールの配達確認の指示が含まれている場合、該第１の電子メ
ール受信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情
報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を
受信できなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受
信したページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作
成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段により同一宛先へ
再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の
画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認
メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信するよ
うにしたものである。
【００１９】
　また、アナログ公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
の制御方法において、受信した第１の電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画
情報転送と、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該
第１の電子メール受信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作
成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについて
の確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦中止し、
確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電
子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段によ
り同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情
報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、ＭＤＮの送信
失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情報の
送信元へ送信するようにしたものである。
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【００２０】
　また、デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
の制御方法において、受信した第１の電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画
情報転送と、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常終了）の指示が含まれている場合、該
第１の電子メール受信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッ
セージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報
の送信時、全ページについての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段
の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確
認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、
また、前記画像転送手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページ
の画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したと
きには、ＤＳＮの送信成功をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して
前記記憶した画情報の送信元へ送信するようにしたものである。
【００２１】
　また、デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
の制御方法において、受信した第１の電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画
情報転送と、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該
第１の電子メール受信の正常終了のみではＤＳＮの対応する送信成功をあらわす配達メッ
セージを含む電子メールを作成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報
の送信時、全ページについての確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段
の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確
認メッセージを含む第２の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、
また、前記画像転送手段により同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページ
の画情報を送信し、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなか
った場合には、ＤＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作
成して前記記憶した画情報の送信元へ送信するようにしたものである。
【００２２】
　また、デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
の制御方法において、受信した第１の電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画
情報転送と、ＭＤＮによるメールの配達確認の指示が含まれている場合、該第１の電子メ
ール受信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作成せずに画情
報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を
受信できなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦中止し、確認応答を受
信したページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電子メールを作
成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段により同一宛先へ
再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情報転送手段の
画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認
メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信するよ
うにしたものである。
【００２３】
　また、デジタル公衆網を介してファクシミリ装置に画情報を送信する機能と、インター
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ネットを介して電子メール送受信を行なう機能と、電子メールの受信中に、指定された転
送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の送信を開
始する画情報転送手段を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置
の制御方法において、受信した第１の電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画
情報転送と、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常失敗）の指示が含まれている場合、該
第１の電子メール受信の正常終了のみではＭＤＮの確認メッセージを含む電子メールを作
成せずに画情報の送信元アドレスの記憶を行い、その画情報の送信時、全ページについて
の確認応答を受信できなかった場合には、前記画像転送手段の画情報送信を一旦中止し、
確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＭＤＮの確認メッセージを含む第２の電
子メールを作成して前記記憶した画情報の送信元へ送信し、また、前記画像転送手段によ
り同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信し、上記画情
報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかった場合には、ＭＤＮの送信
失敗をあらわす確認メッセージを含む第３の電子メールを作成して前記記憶した画情報の
送信元へ送信するようにしたものである。
【００４０】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００４１】
図１は、本発明の一実施例にかかるファクシミリ通信システムの概略を示している。
【００４２】
このファクシミリ通信システムは、インターネットＩＮＥＴとアナログ公衆網ＰＳＴＮに
接続されたファクシミリゲートウェイ装置（インターネットファクシミリゲートウェイ装
置）ＧＦを中心にして構築され、インターネットＩＮＥＴに接続されたデータ端末装置（
ホスト装置）ＤＴと、公衆電話網ＰＳＴＮに接続されたグループ３ファクシミリ装置ＦＦ
との間で、画情報のやりとりを実現することができる。
【００４３】
データ端末装置ＤＴからグループ３ファクシミリ装置ＦＦへ画情報を送信する場合、デー
タ端末装置ＤＴでは、本文情報に画情報をセットした所定形式の電子メール（以下、「転
送要求メール」という）を作成し、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦにその電子メール
を送信する。
【００４４】
ここで、データ端末装置ＤＴは、その転送要求メールの特定情報に、転送先のグループ３
ファクシミリ装置ＦＦの宛先情報（電話番号）をセットしており、ファクシミリゲートウ
ェイ装置ＧＦは、その転送先の宛先情報がセットされている電子メールを受信すると、そ
の電子メールが転送要求メールであると判定し、その転送要求メールから画情報を取り出
し、指定された宛先情報へ発呼して、転送先のグループ３ファクシミリ装置ＦＦに、取り
出した画情報を送信する。
【００４５】
これにより、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦを介して、データ端末装置ＤＴからグル
ープ３ファクシミリ装置ＦＦへ画情報が送信される。
【００４６】
また、グループ３ファクシミリ装置ＦＦからデータ端末装置ＤＴのユーザ宛に画情報を送
信する場合、グループ３ファクシミリ装置ＦＦは、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦへ
発呼し、画情報の転送先として宛先ユーザのメールアドレスを指定し、画情報を送信する
。
【００４７】
ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、グループ３ファクシミリ装置ＦＦより発呼され、
画情報の転送先としてメールアドレスが指定された場合、それ以降受信した画情報を蓄積
し、その画情報を、指定されたメールアドレスへ送信する電子メール（以下、「配信電子
メール」という）を作成し、その配信電子メールを、転送経路にしたがって適宜なメール
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サーバへ送信する。
【００４８】
これにより、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦを介して、グループ３ファクシミリ装置
ＦＦからデータ端末装置ＤＴへ画情報が送信される。
【００４９】
ここで、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、電子メールを直接受信する機能を備えて
おり、ＳＭＴＰコマンドを直接受信することができる。
【００５０】
図２は、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦの構成例を示している。
【００５１】
同図において、システム制御部１は、このファクシミリゲートウェイ装置ＧＦの各部の制
御処理、および、ファクシミリ伝送制御手順処理などの各種制御処理を行うものであり、
システムメモリ２は、システム制御部１が実行する制御処理プログラム、および、処理プ
ログラムを実行するときに必要な各種データなどを記憶するとともに、システム制御部１
のワークエリアを構成するものであり、パラメータメモリ３は、このファクシミリゲート
ウェイ装置ＧＦに固有な各種の情報を記憶するためのものであり、時計回路４は、現在時
刻情報を出力するものである。
【００５２】
スキャナ５は、所定の解像度で原稿画像を読み取るためのものであり、プロッタ６は、所
定の解像度で画像を記録出力するためのものであり、操作表示部７は、このファクシミリ
ゲートウェイ装置ＧＦを操作するためのもので、各種の操作キー、および、各種の表示器
からなる。
【００５３】
符号化復号化部８は、画信号を符号化圧縮するとともに、符号化圧縮されている画情報を
元の画信号に復号化するためのものであり、画像蓄積装置９は、符号化圧縮された状態の
画情報を多数記憶するためのものである。
【００５４】
グループ３ファクシミリモデム１０は、グループ３ファクシミリのモデム機能を実現する
ためのものであり、伝送手順信号をやりとりするための低速モデム機能（Ｖ．２１モデム
）、および、おもに画情報をやりとりするための高速モデム機能（Ｖ．１７モデム、Ｖ．
３４モデム、Ｖ．２９モデム、Ｖ．２７ｔｅｒモデムなど）を備えている。
【００５５】
網制御装置１１は、このファクシミリ装置をアナログ公衆網ＰＳＴＮに接続するためのも
のであり、自動発着信機能を備えている。
【００５６】
インターネットインターフェース回路１２は、このファクシミリゲートウェイ装置ＧＦを
インターネットＩＮＥＴに接続するためのものであり、インターネット伝送制御部１３は
、インターネットＩＮＥＴを介して、他のデータ端末装置との間で種々のデータをやりと
りするための各種所定のプロトコルスイートの通信制御処理を実行するためのものである
。電子メールの送受信処理は、このインターネット伝送制御部１３により実行される。
【００５７】
これらの、システム制御部１、システムメモリ２、パラメータメモリ３、時計回路４、ス
キャナ５、プロッタ６、操作表示部７、符号化復号化部８、画像蓄積装置９、グループ３
ファクシミリモデム１０、網制御装置１１、および、インターネット伝送制御部１３は、
内部バス１４に接続されており、これらの各要素間でのデータのやりとりは、主としてこ
の内部バス１４を介して行われている。
【００５８】
また、網制御装置１１とグループ３ファクシミリモデム１０との間のデータのやりとりは
、直接行なわれている。
【００５９】
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ここで、本実施例において、基本的には、インターネット伝送制御部１３において実行さ
れる伝送制御処理は、いわゆるＴＣＰ／ＩＰと呼ばれるトランスポートレイヤまでの伝送
プロトコルと、それ以上の上位レイヤの通信プロトコルとの組み合わせ（いわゆるプロト
コルスイート）が適用して行われる。例えば、電子メールのデータのやりとりでは上位レ
イヤの通信プロトコルとしてＳＭＴＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｍａｉｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ）という通信プロトコルが適用される。
【００６０】
また、ＴＣＰ／ＩＰ，ＳＭＴＰなどの通信プロトコル、および、電子メールのデータ形式
やデータ構造などについては、それぞれＩＥＴＦから発行されているＲＦＣ文書により規
定されている。例えば、ＴＣＰはＲＦＣ７９３、ＩＰはＲＦＣ７９３、ＳＭＴＰはＲＦＣ
８２１、電子メールの形式は、ＲＦＣ８２２，ＲＦＣ１５２１，ＲＦＣ１５２２（ＭＩＭ
Ｅ（Ｍｕｌｔｉ　Ｐｕｒｐｏｓｅ　Ｍａｉｌ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ）形式）などでそれぞ
れ規定されている。
【００６１】
また、本実施例では、インターネットＩＮＥＴを介してファクシミリ画情報をやりとりす
る際に電子メールを用いている。ここで、ファクシミリ画情報はバイナリデータであり、
電子メールには、直接バイナリデータを含ませることができないので、所定の変換方法（
例えば、Ｂａｓｅ６４符号化方法）を適用して可読情報（７ビットのキャラクタコード）
に変換した状態で、電子メールに含められる。このような電子メールの本文情報の形式を
ＭＩＭＥ形式という。
【００６２】
このように、ファクシミリ画情報を送信する際に用いられる電子メールの一例を図３に示
す。なお、この電子メールの全体フォーマットは、ＲＦＣ２３０５（シンプルモード・フ
ァクシミリ）で規定されている。
【００６３】
この電子メールは、複数の本文パートを持つマルチパートＭＩＭＥ形式の電子メールであ
り、電子メールの送信日付（「Ｄａｔｅ」フィールド）、宛先メールアドレス（「Ｔｏ」
フィールド）、送信元メールアドレス（「Ｆｒｏｍ」フィールド）などの所定の情報から
なるメールヘッダ部、テキストデータを運ぶためのテキストパート部、および、ファクシ
ミリ画情報を運ぶためのバイナリパート部からなり、バイナリパート部には、ファクシミ
リ画情報をＭＩＭＥ変換して得たＭＩＭＥエンコードデータが配置される。
【００６４】
また、電子メールで運ばれるファクシミリ画情報は、元の画像データをＭＨ符号化で圧縮
し、それをＴＩＦＦ－Ｆフォーマットへ変換したものであり、したがって、ＭＩＭＥエン
コードデータとしては、このＴＩＦＦ－ＦデータをＭＩＭＥ変換したものが配置される。
【００６５】
ここで、ＴＩＦＦ－Ｆフォーマットでは、複数ページの画像データを１つのファイルとし
てまとめることができるので、１つのバイナリパート部に、複数ページからなる１つの送
信画情報ファイルのデータを配置することができる。
【００６６】
また、データ端末装置ＤＴが転送要求メールを送信する際に、転送先のグループ３ファク
シミリ装置ＦＦの宛先情報（電話番号）をセットする場合、メールヘッダ部の「Ｔｏ」フ
ィールドに、次のようなフォーマットでセットする。
【００６７】
「ＦＡＸ＝（国際電話番号）＠（ドメイン名）」
【００６８】
ここで、国際電話番号とは、宛先のグループ３ファクシミリ装置ＦＦの国際電話番号であ
り、ドメイン名とは、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦのドメイン名である。この転送
先ファクシミリの宛先情報の配置態様は、ＲＦＣ２３０４で規定されているものである。
【００６９】
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なお、転送先ファクシミリの宛先情報の配置態様は、これに限ることはなく、例えば、電
子メールの本文中にファクシミリ番号を記述したり、マルチパートＭＩＭＥの１つのパー
トにファクシミリ番号を配置したり、あるいは、メールヘッダ部の「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フ
ィールドにファクシミリ番号を記述するようにしてもよい。
【００７０】
図４は、グループ３ファクシミリ装置ＦＦの伝送手順の一例を示している。なお、ファク
シミリゲートウェイ装置ＧＦとグループ３ファクシミリ装置ＦＦとの間で画情報伝送が行
われるときも、この伝送手順が実行される。
【００７１】
発呼側が着呼側へ発呼して、回線が接続されると、発呼側は信号ＣＮＧを送出して着呼側
を呼び出し、着呼側は、着信検出すると、信号ＣＥＤを送出した後に、信号ＣＳＩ，ＤＩ
Ｓを順次送出し、自端末の識別情報および伝送機能情報を発呼側へ通知する。
【００７２】
発呼側は、信号ＣＳＩ，ＤＩＳを受信すると、使用する伝送機能を決定し、信号ＳＩＤ，
ＳＵＢ，ＴＳＩ，ＤＣＳを順次送出して、通知宛先、サブアドレス、自端末の識別情報お
よび使用する伝送機能情報を着呼側へ通知する。
【００７３】
次いで、発呼側は、信号ＴＣＦを送出してモデムトレーニング手順を実行し、着呼側は、
信号ＴＣＦの受信が正常に終了すると、信号ＣＦＲを応答して、画情報受信準備に移行す
る。
【００７４】
それにより、発呼側は、１ページ目の画情報ＰＩＸ１を送出し、この場合には、送信原稿
が２ページ有り、後続ページがあるので、メッセージ後信号として信号ＭＰＳを送出する
。
【００７５】
着呼側は、１ページ目の画情報ＰＩＸ１を受信し、その受信結果が良好な場合には、信号
ＭＣＦを応答する。また、この場合には、メッセージ後信号として信号ＭＰＳを受信した
ので、次のページの画情報の受信準備に移行する。
【００７６】
次いで、発呼側は、２ページ目の画情報ＰＩＸ２を送出し、この場合には、全ての送信原
稿の送信が終了したので、メッセージ後信号として信号ＥＯＰを送出する。
【００７７】
着呼側は、２ページ目の画情報ＰＩＸ２を受信し、その受信結果が良好な場合には、信号
ＭＣＦを応答する。また、この場合には、メッセージ後信号として信号ＥＯＰを受信した
ので、次のページの画情報の受信準備に移行しない。
【００７８】
発呼側は、信号ＤＣＮを送出して回線を復旧し、また、信号ＤＣＮを受信すると、着呼側
は、回線を復旧し、それにより、発呼側と着呼側の間の回線が切断されて、一連の画情報
伝送が終了する。
【００７９】
さて、本実施例では、上述したように、データ端末装置ＤＴがグループ３ファクシミリ装
置ＦＦに画情報を送信する際には、データ端末装置ＤＴがファクシミリゲートウェイ装置
ＧＦに対して、転送要求メールを送信する。
【００８０】
その転送要求メールは、実際には、データ端末装置ＤＴから図示しないメールサーバに対
して送信され、適宜な転送ルートにしたがって、（通常は）複数のメールサーバ間を順次
転送され、送信宛先であるファクシミリゲートウェイ装置ＧＦに配送される。
【００８１】
ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、そのときに受信した電子メールが転送要求メール
であると確認できた場合には、その時点で、指定された電話番号へ発呼し、画情報の送信
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動作を開始する。そして、この送信動作で送信する画情報は、転送要求メールに含まれる
画情報を抽出して得たものを用いる。
【００８２】
このとき、データ端末装置ＤＴのユーザは、画情報が宛先で受信されたか否かを、ファク
シミリゲートウェイ装置ＧＦから通知して貰うことができる。
【００８３】
このような電子メール（画情報）の配達確認方法としては、ＤＳＮ（Ｄｅｌｉｖｅｒｙ　
Ｓｔａｔｕｓ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）と、ＭＤＮ（Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｄｉｓｐｏｓ
ｉｔｏｉｎ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）の２種類が規定されている。
【００８４】
ＤＳＮは、ＲＦＣ１８９１，１８９４で規定されている。このＤＳＮによれば、データ端
末装置ＤＴなどのＳＭＴＰクライアントは、ＳＭＴＰサーバに対して、ＳＭＴＰのコマン
ドレベルで、配達確認要求を行う。
【００８５】
このＤＳＮの配達確認要求を行う際のＳＭＴＰクライアントとＳＭＴＰサーバ間のプロト
コルの一例を図５に示す。本実施例におけるファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、ＳＭ
ＴＰサーバ機能と同等のＳＭＴＰ受信機能を備えており、ＳＭＴＰコマンドおよび電子メ
ールを直接受信することができる。
【００８６】
まず、ＳＭＴＰクライアントは、ＳＭＴＰサーバに対して、ＴＣＰポート２５番を用い、
コネクション接続要求する。このコネクション接続要求を受信したＳＭＴＰサーバは、接
続応答として、コード「２２０」を応答するとともに、適宜なコメント文字列（この場合
は、「ＯＫ」）を、ＳＭＴＰクライアントに対して送出する。
【００８７】
接続応答を受信したＳＭＴＰクライアントは、次いで、コマンド「ＨＥＬＯ」を用いて、
自端末のホスト名（コマンドの引数；”ｈｏｓｔ”）をＳＭＴＰサーバに対して送出する
。ＳＭＴＰサーバは、コマンド「ＨＥＬＯ」を正常受信すると、正常応答をあらわすコー
ド「２５０」と、コメントとして適宜なオプション（例えば、サーバホスト名など）をＳ
ＭＴＰクライアントに応答する。
【００８８】
正常応答を受信したＳＭＴＰクライアントは、送信元メールアドレスを通知するコマンド
「ＭＡＩＬ　ＦＲＯＭ：　ａａａ＠ｂ．ｃｃ．ｄｄ」を、ＳＭＴＰサーバへ送出する。こ
こで、送信元メールアドレスは、コマンド「ＭＡＩＬ　ＦＲＯＭ：」の引数「ａａａ＠ｂ
．ｃｃ．ｄｄ」にセットされる。
【００８９】
コマンド「ＭＡＩＬ　ＦＲＯＭ：　ａａａ＠ｂ．ｃｃ．ｄｄ」を受信すると、ＳＭＴＰサ
ーバは、受信した引数「ａａａ＠ｂ．ｃｃ．ｄｄ」から送信元メールアドレスを取り出し
、その送信元メールアドレスの形式チェックを行う。この形式チェックでは、送信元メー
ルアドレスに文字「＠」が含まれる場合には、自ドメイン以外のものであるので、そのア
ドレス形式が適切なものであるかどうかを検査する。また、送信元メールアドレスに文字
「＠」が含まれない場合には、自ドメインのものであるので、登録されたメールアドレス
であるかどうかを検査する。なお、この形式チェックは、ＳＭＴＰサーバの設定状況によ
り、さらに異なる形態の検査（Ａｌｉａｓなど）が含まれる場合がある。
【００９０】
この形式チェックで正常であると判定されると、ＳＭＴＰサーバは、正常応答をあらわす
コード「２５０」と、コメントとして形式チェックが正常終了した旨をあらわす文字列「
ＯＫ」をＳＭＴＰクライアントへ送出する。
【００９１】
正常応答を受信したＳＭＴＰクライアントは、次に、宛先メールアドレスを通知するとと
もにＤＳＮのコマンド「ＲＣＰＴ　ＴＯ：　ｅｅｅ＠ｆｆ．ｇｇ．ｊｊ　ＮＯＴＩＦＹ＝
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”ＸＸ”」を、ＳＭＴＰサーバへ送出する。ここで、宛先メールアドレスは、コマンド「
ＲＣＰＴ　ＴＯ：」の引数「ｅｅｅ＠ｆｆ．ｇｇ．ｊｊ」にセットされる。
【００９２】
また、ＤＳＮのコマンド「ＮＯＴＩＦＹ＝”ＸＸ”」は、値「ＸＸ」に対応した確認メー
ルを要求するという旨をあらわしている。電子メールが相手先に正常に配達された場合に
確認メールを要求するとき、コマンド引数「ＸＸ」には、「ＳＵＣＣＥＳＳ」がセットさ
れ、電子メールが相手先に正常に配達されなかった場合に確認メールを要求するとき、コ
マンド引数「ＸＸ」には、「ＦＡＩＬＵＲＥ」がセットされ、電子メールが相手先に正常
に配達された場合と正常に配達されなかった場合の両方とも確認メールを要求するとき、
コマンド引数「ＸＸ」には、「ＳＵＣＣＥＳＳ，ＦＡＩＬＵＲＥ」がセットされる。
【００９３】
また、ＤＳＮの場合、確認メールは、コマンド「ＭＡＩＬ　ＦＲＯＭ：」で指定されたメ
ールアドレスへと送信される。
【００９４】
コマンド「ＲＣＰＴ　ＴＯ：　ｅｅｅ＠ｆｆ．ｇｇ．ｊｊ　ＮＯＴＩＦＹ＝”ＸＸ”」を
受信すると、ＳＭＴＰサーバは、受信した引数「ｅｅｅ＠ｆｆ．ｇｇ．ｊｊ」から宛先メ
ールアドレスを取り出し、その宛先メールアドレスについて、上述と同様の形式チェック
を行う。
【００９５】
この形式チェックで正常であると判定されると、ＳＭＴＰサーバは、正常応答をあらわす
コード「２５０」と、コメントとして形式チェックが正常終了した旨をあらわす文字列「
ＯＫ」をＳＭＴＰクライアントへ送出する。
【００９６】
このようにして、ＳＭＴＰサーバへの接続完了し、送信元メールアドレスおよび宛先メー
ルアドレスの検査が終了し、電子メールの送信準備が整うと、ＳＭＴＰクライアントは、
コマンド「ＤＡＴＡ」を送出し、ＳＭＴＰサーバに対して、データフェーズへ移行する旨
を指令する。コマンド「ＤＡＴＡ」を受信したＳＭＴＰサーバは、正常応答するためにコ
ード「３４５」と、コメント「ＯＫ」をＳＭＴＰクライアントに対して送出する。
【００９７】
正常応答を受信したＳＭＴＰクライアントは、電子メールのメールヘッダ部と本文情報を
順次送信メッセージとして受信側ＳＭＴＰクライアントへ送出し、全てのデータの送出を
終了すると、終了コードとして、「．（ピリオド）」というシーケンスを送出する。
【００９８】
終了コードを受信すると、ＳＭＴＰサーバは、そのときの送信メッセージが正常に受信さ
れているかどうかを調べ、正常受信している場合には、正常応答をあらわすコード「２５
０」と、コメントとして形式チェックが正常終了した旨をあらわす文字列「ＯＫ」をＳＭ
ＴＰクライアントへ送出する。
【００９９】
正常応答を受信したＳＭＴＰクライアントは、電子メールの送信を終了する旨を通知する
コマンド「ＱＵＩＴ」をＳＭＴＰサーバへ送出する。このコマンド「ＱＵＩＴ」を受信す
ると、ＳＭＴＰサーバは、受信した電子メールの配信動作を開始するとともに、コード「
２２１」および適宜なコメント文字列（この場合は、「ＯＫ」）を、ＳＭＴＰクライアン
トに対して送出する。
【０１００】
コード「２２１」を受信したＳＭＴＰクライアントは、ＳＭＴＰサーバに対して、コネク
ション切断要求する。
【０１０１】
このような手順により、ＳＭＴＰクライアントは、ＳＭＴＰサーバに対し、電子メールを
送信する。
【０１０２】
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ここで、上述したように、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、ＳＭＴＰ受信機能を備
えているため、ＳＭＴＰコマンドを直接受信し、したがって、ファクシミリゲートウェイ
装置ＧＦは、上記手順中、「ＲＣＰＴ　ＴＯ：　ｅｅｅ＠ｆｆ．ｇｇ．ｊｊ　ＮＯＴＩＦ
Ｙ＝”ＸＸ”」を受信するので、そのときに受信する電子メールについて、ＤＳＮの配達
確認要求がされたかどうかを判別することができる。
【０１０３】
そして、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、電子メール受信時に、ＤＳＮのコマンド
「ＲＣＰＴ　ＴＯ：　ｅｅｅ＠ｆｆ．ｇｇ．ｊｊ　ＮＯＴＩＦＹ＝”ＸＸ”」を受信する
と、そのときに受信した電子メールについて、ＤＳＮの配達確認要求がされたと認識し、
そのときに受信した電子メールの画情報を指定された宛先（グループ３ファクシミリ装置
ＦＦ）へ、電子メールを受信しながら送信し、その送信結果をあらわす配達確認メッセー
ジの電子メール（以下、「確認メール」という）を作成し、その確認メールを、「ＭＡＩ
Ｌ　ＦＲＯＭ」で通知されたメールアドレス（以下、「中継依頼元メールアドレス」とも
いう）へと送信する。
【０１０４】
また、確認メールは、「ＮＯＴＩＦＹ＝”ＸＸ”」の値「ＸＸ」に対応した態様で作成さ
れる。値「ＸＸ」が「ＳＵＣＣＥＳＳ」あるいは「ＳＵＣＣＥＳＳ，ＦＡＩＬＵＲＥ」で
ある場合、送信結果が正常終了（全ページを宛先が受信できた場合）であれば、図６に示
したような成功時の確認メールを作成して、「ＭＡＩＬ　ＦＲＯＭ」で通知された中継依
頼元メールアドレスへと送信する。
【０１０５】
ここで、図６の確認メールでは、３つ目のＭＩＭＥパートの「Ａｃｔｉｏｎ：ｄｅｌｉｖ
ｅｒｅｄ」という文字列で、ファクシミリ画情報の送信結果が正常終了した旨が表示され
ている。
【０１０６】
一方、値「ＸＸ」が「ＦＡＩＬＵＲＥ」あるいは「ＳＵＣＣＥＳＳ，ＦＡＩＬＵＲＥ」で
ある場合、送信結果がエラー終了（宛先が１ページ以上受信できなかった場合）であれば
、図７に示したような失敗時の確認メールを作成して、「ＭＡＩＬ　ＦＲＯＭ」で通知さ
れた中継依頼元メールアドレスへと送信する。
【０１０７】
ここで、図７の確認メールでは、３つ目のＭＩＭＥパートの「Ａｃｔｉｏｎ：ｆａｉｌｅ
ｄ」という文字列で、ファクシミリ画情報の送信結果が正常終了しなかった旨が表示され
ている。
【０１０８】
一方、指定された宛先への画情報送信が途中で中断する場合がある。すなわち、１ページ
の画情報の送信を終了した際、相手側より応答信号として信号ＭＣＦを受信できなかった
場合、同一ページを再送できる場合には、例えば、モデム速度のシフトダウン手順を実行
し、同一ページを再度送信する。一度のシフトダウンでは画情報を正常に送信できなかっ
た場合、さらにシフトダウンして、同一ページを再度送信する。
【０１０９】
しかしながら、最低速度までシフトダウンしても画情報を送信できなかった場合、あるい
は、同一ページの再送動作ができない旨が設定されている場合には、その時点で、信号Ｄ
ＣＮを送出して、画情報送信を強制的に打ち切る。
【０１１０】
このような場合に、画情報送信が途中で中断するという事態を生じる。
【０１１１】
また、この場合、ある程度時間（再発呼時間）をおいてから、同一宛先へ再発呼し、送信
できなかったページの画情報の送信動作を行う。
【０１１２】
かかる場合、画情報送信が中断した場合、その旨を、中継依頼元へ通知すると、中継依頼
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元に対して、より詳細に中継送信の状況を通知することができる。
【０１１３】
この場合の確認メール（中断確認メール）の一例を図８に示す。この確認メールの１つ目
のＭＩＭＥパートでは、送信完了したページ数を通知する内容の文字列が配置され、また
、３つ目のＭＩＭＥパートの「Ａｃｔｉｏｎ：　ｒｅｌａｙｅｄ」という文字列で、ファ
クシミリ画情報の送信結果が中断した旨（すなわち、継続中）が表示されている。
【０１１４】
また、再送動作の結果に応じて、上述した成功時の確認メール、または、失敗時の確認メ
ールが作成されて、中継依頼元メールアドレスへと送信される。
【０１１５】
次に、ＭＤＮによる配達確認について説明する。
【０１１６】
このＭＤＮは、ＲＦＣ２２９８で規定されている。このＭＤＮによる配達確認要求は、転
送要求メールのメールヘッダ部に、「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ－Ｔｏ：　」というフィールドを記述することにより行われる。また、このフィールド
の値には、確認メールの送信先のメールアドレスが配置される。例えば、「ｕｓｅｒ－１
＠ｍａｐｌｅ．ｋｅｉ．ｃｏ．ｊｐ」などである。
【０１１７】
したがって、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、受信した電子メールを調べ、そのメ
ールヘッダ部に「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｔｏ：　」フィ
ールドが含まれている場合には、ＭＤＮによる配達確認要求がされたと判断する。
【０１１８】
そして、そのときに受信した電子メールの画情報を指定された宛先（グループ３ファクシ
ミリ装置ＦＦ）へ、電子メールの受信と平行して送信し、その送信結果をあらわす確認メ
ールを、ＭＤＮに規定されている方法で作成し、その確認メールを、フィールド「Ｄｉｓ
ｐｏｓｉｔｉｏｎ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｔｏ：　」で通知されたメールアドレス
へと送信する。
【０１１９】
図９は、送信結果が正常終了（全ページを宛先が受信できた場合）の場合に作成されるＭ
ＤＮによる成功時の確認メールの一例を示している。この確認メールでは、２つ目のＭＩ
ＭＥパートの「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ：　ｍａｎｕａｌ－ａｃｔｉｏｎ／ＭＤＮ－ｓｅ
ｎｔ－ｍａｎｕａｌｌｙ；　ｄｉｓｐｌａｙｅｄ（またはｐｒｏｃｅｓｓｅｄ）」という
文字列により、送信結果が正常終了であった旨が通知されている。
【０１２０】
図１０は、送信結果がエラー終了（１ページ以上宛先が受信できなかった場合）の場合に
作成されるＭＤＮによる失敗時の確認メールの一例を示している。この確認メールでは、
２つ目のＭＩＭＥパートには、「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ：ｍａｎｕａｌ－ａｃｔｉｏｎ
／ＭＤＮ－ｓｅｎｔ－ｍａｎｕａｌｌｙ；　ｆａｉｌｅｄ」という文字列が配置される。
【０１２１】
図１１は、上述したような状況により、画情報送信が中断された場合に作成されるＭＤＮ
による確認メール（中断確認メール）の一例を示している。この確認メールでは、２つ目
のＭＩＭＥパートの「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ：　ｍａｎｕａｌ－ａｃｔｉｏｎ／ＭＤＮ
－ｓｅｎｔ－ｍａｎｕａｌｌｙ；　ｄｉｓｐａｃｔｈｅｄ」という文字列により、画情報
送信が中断された旨が通知されている。
【０１２２】
このようにして、本実施例では、データ端末装置ＤＴのユーザは、転送要求メールを用い
、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦを介してグループ３ファクシミリ装置ＦＦにファク
シミリ画情報を送信したとき、ファクシミリ画情報の送信結果を通知する確認メールを受
信することができるので、自分が設定したファクシミリ画情報の送信結果を明確に知るこ
とができ、非常に便利である。
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【０１２３】
図１２は、電子メールを受信した際にファクシミリゲートウェイ装置ＧＦが実行する処理
の一例を示している。
【０１２４】
まず、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、電子メールを受信すると（判断１０１の結
果がＹＥＳ）、そのときの電子メールに転送指定がされているかどうかを調べる（判断１
０２）。転送指定がされていない場合で、判断１０２の結果がＮＯになるときには、自端
末宛の画情報を受信した場合なので、本文情報から画情報を取り出し、その画情報の受信
原稿を記録出力して（処理１０３）、この動作を終了する。
【０１２５】
一方、転送指定がされている場合で、判断１０２の結果がＹＥＳになるときには、受信し
た電子メールから転送宛先を取得して（処理１０４）、グループ３ファクシミリ転送処理
を開始する（処理１０５）。
【０１２６】
これにより、電子メールの受信と平行して、グループ３ファクシミリ転送処理が開始され
るので、電子メールの受信が終了するのを待ち（判断１０６のＮＯループ）、電子メール
の受信が終了して判断１０６の結果がＹＥＳになると、この処理を終了する。
【０１２７】
図１３、図１４、および、図１５は、グループ３ファクシミリ転送処理の一例を示してい
る。
【０１２８】
まず、指定された転送宛先へ発呼し（処理２０１）、相手端末（転送宛先）との間で所定
の伝送前手順を行って、使用する伝送機能やモデム速度等を設定する（処理２０２）。
【０１２９】
次いで、送信するページを選択し（処理２０３）、該当する電子メールの受信情報から選
択したページの画情報を抽出し、ファクシミリ画情報へ変換し（処理２０４）、相手端末
へと送信する（処理２０５）。
【０１３０】
１ページ分の画情報の送信を終了すると、次の送信ページがあるかどうかを調べ（判断２
０６）、判断２０６の結果がＹＥＳになるときには、メッセージ後信号として信号ＭＰＳ
を送出し（処理２０７）、相手端末より応答信号を受信する（処理２０８）。
【０１３１】
次いで、受信した応答信号の内容が信号ＭＣＦであるかどうかを調べ（判断２０９）、判
断２０９の結果がＹＥＳになるときには、処理２０３へ戻り、次の送信ページの送信動作
を行う。
【０１３２】
また、受信した応答信号の内容が信号ＭＣＦではなく、判断２０９の結果がＮＯになると
きには、そのときに同一ページを再送できるかどうかを調べる（判断２１０）。同一ペー
ジの再送が許可されている場合で、最低速度までシフトダウンされていない場合には、同
一ページを再送することができ、判断２１０の結果がＹＥＳになる。この場合には、所定
のシフトダウン手順を実行し（処理２１１）、処理２０４へ移行して、同一ページを再度
送信する。
【０１３３】
また、判断２１０の結果がＮＯになるときには、このときの画情報送信を中断するので、
信号ＤＣＮを送出し（処理２１２）、回線を復旧する（処理２１３）。次いで、上述した
中断確認メールを作成・送信する中断確認メール作成・送信処理を実行する（処理２１４
）。
【０１３４】
そして、同一宛先へ再発呼し（処理２１５）、相手端末（転送宛先）との間で所定の伝送
前手順を行って、使用する伝送機能やモデム速度等を設定する（処理２１６）。
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【０１３５】
次いで、未送信ページから送信するページを選択し（処理２１７）、該当する電子メール
の受信情報から選択したページの画情報を抽出し、ファクシミリ画情報へ変換し（処理２
１８）、相手端末へと送信する（処理２１９）。
【０１３６】
１ページ分の画情報の送信を終了すると、次の送信ページがあるかどうかを調べ（判断２
２０）、判断２２０の結果がＹＥＳになるときには、メッセージ後信号として信号ＭＰＳ
を送出し（処理２２１）、相手端末より応答信号を受信する（処理２２２）。
【０１３７】
次いで、受信した応答信号の内容が信号ＭＣＦであるかどうかを調べ（判断２２３）、判
断２２３の結果がＹＥＳになるときには、処理２１７へ戻り、次の送信ページの送信動作
を行う。
【０１３８】
また、受信した応答信号の内容が信号ＭＣＦではなく、判断２２３の結果がＮＯになると
きには、このときの画情報送信を中断するので、信号ＤＣＮを送出し（処理２２４）、回
線を復旧する（処理２２５）。次いで、上述した送信失敗確認メールを作成・送信する送
信失敗通知メール作成・送信処理を実行し（処理２２６）、この処理を終了する。
【０１３９】
一方、最初の発呼時に行う画情報送信において、全てのページについての送信動作が終了
した場合で、判断２０６の結果がＮＯになるとき、あるいは、再発呼時の画情報送信にお
いて、全てのページについての送信動作が終了した場合で、判断２２０の結果がＮＯにな
るとき、メッセージ後信号として信号ＥＯＰを送出し（処理２３０）、相手端末より応答
信号を受信する（処理２３１）。
【０１４０】
次いで、受信した応答信号の内容が信号ＭＣＦであるかどうかを調べ（判断２３２）、判
断２３２の結果がＹＥＳになるときには、信号ＤＣＮを送出し（処理２３３）、回線を復
旧する（処理２３４）。次いで、上述した送信成功確認メールを作成・送信する送信成功
通知メール作成・送信処理を実行し（処理２３５）、この処理を終了する。
【０１４１】
一方、受信した応答信号の内容が信号ＭＣＦではなく、判断２３２の結果がＮＯになると
きには、信号ＤＣＮを送出し（処理２３６）、回線を復旧する（処理２３７）。次いで、
上述した送信失敗確認メールを作成・送信する送信失敗通知メール作成・送信処理を実行
し（処理２３８）、この処理を終了する。
【０１４２】
図１６は、中断確認メール作成・送信処理（処理２１４）の一例を示している。
【０１４３】
まず、この転送要求メールを受信したときに、ＤＳＮによる配達確認要求がされているか
どうかを調べる（判断３０１）。ＤＳＮによる配達確認要求がされている場合で、判断３
０１の結果がＹＥＳになるときには、上述したＤＳＮの中断確認メールを作成し（処理３
０２）、処理３０２で作成した成功確認メールを「ＭＡＩＬ　ＦＲＯＭ」で通知されたメ
ールアドレスへと送信し（処理３０３）、この動作を終了する。
【０１４４】
また、ＤＳＮによる配達確認要求がされていない場合で、判断３０１の結果がＮＯになる
ときには、電子メールのメールヘッダ部に、フィールド「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ－Ｎｏ
ｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｔｏ：　」が含まれており、ＭＤＮによる配達確認要求がされて
いるかどうかを調べる（判断３０４）。判断３０４の結果がＮＯになるときには、配達確
認要求がれていない場合なので、この動作を終了する。
【０１４５】
ＭＤＮによる配達確認要求がされている場合で、判断３０４の結果がＹＥＳになるときに
は、上述したＭＤＮの中断確認メールを作成し（処理３０５）、処理３０５で作成した成
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功確認メールをフィールド「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｔｏ
：　」で指定されたメールアドレスへ送信し（処理３０６）、この動作を終了する。
【０１４６】
図１７は、送信失敗確認メール作成・送信処理（処理２２６，２３８）の一例を示してい
る。
【０１４７】
まず、この転送要求メールを受信したときに、ＤＳＮによる配達確認要求がされているか
どうかを調べる（判断３０１）。ＤＳＮによる配達確認要求がされている場合で、判断３
０１の結果がＹＥＳになるときには、ＤＳＮによる配達確認要求で、「ＮＯＴＩＦＹ＝”
ＸＸ”」の値「ＸＸ」が「ＦＡＩＬＵＲＥ」あるいは「ＳＵＣＣＥＳＳ，ＦＡＩＬＵＲＥ
」であり、失敗確認が要求されているかどうかを調べる（判断４０２）。
【０１４８】
失敗確認が要求されている場合で、判断４０２の結果がＹＥＳになるときには、上述した
失敗時の確認メールを作成し（処理４０３）、処理４０３で作成した失敗確認メールを「
ＭＡＩＬ　ＦＲＯＭ」で通知されたメールアドレスへと送信し（処理４０４）、この動作
を終了する。
【０１４９】
また、成功確認が要求されている場合で、判断４０２の結果がＮＯになるときには、確認
メールを作成せずに、この処理を終了する。
【０１５０】
また、この転送要求メールを受信したときに、ＤＳＮによる配達確認要求がされていない
場合で、判断４０１の結果がＮＯになるときには、電子メールのメールヘッダ部に、フィ
ールド「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｔｏ：　」が含まれてお
り、ＭＤＮによる配達確認要求がされているかどうかを調べる（判断４０５）。判断４０
５の結果がＮＯになるときには、配達確認要求がれていない場合なので、この処理を終了
する。
【０１５１】
ＭＤＮによる配達確認要求がされている場合で、判断４０５の結果がＹＥＳになるときに
は、上述した送信失敗時のＭＤＮの確認メールを作成し（処理４０６）、その確認メール
を、フィールド「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｔｏ：　」で指
定されたメールアドレスへ送信し（処理４０７）、この処理を終了する。
【０１５２】
図１８は、送信成功確認メール作成・送信処理（処理２３５）の一例を示している。
【０１５３】
まず、この転送要求メールを受信したときに、ＤＳＮによる配達確認要求がされているか
どうかを調べる（判断５０１）。ＤＳＮによる配達確認要求がされている場合で、判断５
０１の結果がＹＥＳになるときには、ＤＳＮによる配達確認要求で、「ＮＯＴＩＦＹ＝”
ＸＸ”」の値「ＸＸ」が「ＳＵＣＣＥＳＳ」あるいは「ＳＵＣＣＥＳＳ，ＦＡＩＬＵＲＥ
」であり、成功確認が要求されているかどうかを調べる（判断５０２）。
【０１５４】
成功確認が要求されている場合で、判断５０２の結果がＹＥＳになるときには、上述した
失敗時の確認メールを作成し（処理５０３）、処理５０３で作成した成功確認メールを「
ＭＡＩＬ　ＦＲＯＭ」で通知されたメールアドレスへと送信し（処理５０４）、この動作
を終了する。
【０１５５】
また、失敗確認が要求されている場合で、判断５０２の結果がＮＯになるときには、確認
メールを作成せずに、この処理を終了する。
【０１５６】
また、この転送要求メールを受信したときに、ＤＳＮによる配達確認要求がされていない
場合で、判断５０１の結果がＮＯになるときには、電子メールのメールヘッダ部に、フィ
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ールド「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｔｏ：　」が含まれてお
り、ＭＤＮによる配達確認要求がされているかどうかを調べる（判断５０５）。判断５０
５の結果がＮＯになるときには、配達確認要求がれていない場合なので、この処理を終了
する。
【０１５７】
ＭＤＮによる配達確認要求がされている場合で、判断５０５の結果がＹＥＳになるときに
は、上述した送信成功時のＭＤＮの確認メールを作成し（処理５０６）、その確認メール
を、フィールド「Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｔｏ：　」で指
定されたメールアドレスへ送信し（処理５０７）、この処理を終了する。
【０１５８】
このようにして、本実施例では、中継依頼の電子メールを受信したとき、その受信動作と
平行して、指定された中継宛先への画情報送信を開始して実行するので、確認メールをよ
り早期に、中継依頼元へ送信することができる。
【０１５９】
また、画情報送信が中断した場合には、その旨を通知する確認メールも送信するので、中
継依頼元は、より詳細に中継送信動作について知ることができる。
【０１６０】
図１９は、本発明の他の実施例にかかるファクシミリ通信システムの概略を示している。
【０１６１】
このファクシミリ通信システムは、インターネットＩＮＥＴとデジタル公衆網網ＩＳＤＮ
に接続されたファクシミリゲートウェイ装置（インターネットファクシミリゲートウェイ
装置）ＧＦａを中心にして構築され、インターネットＩＮＥＴに接続されたデータ端末装
置（ホスト装置）ＤＴと、デジタル公衆網ＩＳＤＮに接続されたグループ４ファクシミリ
装置ＦＦａとの間で、画情報のやりとりを実現することができる。
【０１６２】
データ端末装置ＤＴからグループ４ファクシミリ装置ＦＦａへ画情報を送信する場合、デ
ータ端末装置ＤＴでは、本文情報に画情報をセットした転送要求メールを作成し、ファク
シミリゲートウェイ装置ＧＦａにその電子メールを送信する。
【０１６３】
ここで、データ端末装置ＤＴは、その転送要求メールの特定情報に、転送先のグループ４
ファクシミリ装置ＦＦａの宛先情報（電話番号）をセットしており、ファクシミリゲート
ウェイ装置ＧＦａは、その転送先の宛先情報がセットされている電子メールを受信すると
、その電子メールが転送要求メールであると判定し、その転送要求メールから画情報を取
り出し、指定された宛先情報へ発呼して、転送先のグループ４ファクシミリ装置ＦＦａに
画情報を送信する。
【０１６４】
これにより、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａを介して、データ端末装置ＤＴからグ
ループ４ファクシミリ装置ＦＦａへ画情報が送信される。
【０１６５】
また、グループ４ファクシミリ装置ＦＦａからデータ端末装置ＤＴのユーザ宛に画情報を
送信する場合、グループ４ファクシミリ装置ＦＦａは、ファクシミリゲートウェイ装置Ｇ
Ｆへ発呼し、画情報の転送先として宛先ユーザのメールアドレスを指定し、画情報を送信
する。
【０１６６】
ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、グループ４ファクシミリ装置ＦＦａより発呼され
、画情報の転送先としてメールアドレスが指定された場合、それ以降受信した画情報を蓄
積し、その画情報を、指定されたメールアドレスへ送信する配信電子メールを作成し、そ
の配信電子メールを、転送経路にしたがって適宜なメールサーバへ送信する。
【０１６７】
これにより、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａを介して、グループ４ファクシミリ装
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置ＦＦａからデータ端末装置ＤＴへ画情報が送信される。
【０１６８】
ここで、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａは、電子メールを直接受信する機能を備え
ており、ＳＭＴＰコマンドを直接受信することができる。
【０１６９】
図２０は、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａの構成例を示している。
【０１７０】
同図において、システム制御部２１は、このファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａの各部
の制御処理、および、ファクシミリ伝送制御手順処理などの各種制御処理を行うものであ
り、システムメモリ２２は、システム制御部２１が実行する制御処理プログラム、および
、処理プログラムを実行するときに必要な各種データなどを記憶するとともに、システム
制御部２１のワークエリアを構成するものであり、パラメータメモリ２３は、このファク
シミリゲートウェイ装置ＧＦａに固有な各種の情報を記憶するためのものであり、時計回
路２４は、現在時刻情報を出力するものである。
【０１７１】
スキャナ２５は、所定の解像度で原稿画像を読み取るためのものであり、プロッタ２６は
、所定の解像度で画像を記録出力するためのものであり、操作表示部２７は、このファク
シミリゲートウェイ装置ＧＦａを操作するためのもので、各種の操作キー、および、各種
の表示器からなる。
【０１７２】
符号化復号化部２８は、画信号を符号化圧縮するとともに、符号化圧縮されている画情報
を元の画信号に復号化するためのものであり、画像蓄積装置２９は、符号化圧縮された状
態の画情報を多数記憶するためのものである。
【０１７３】
ＩＳＤＮインタフェース回路３０は、このファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａをデジタ
ル公衆網ＩＳＤＮに接続するとともに、レイヤ１の信号処理機能およびＤチャネル（信号
チャネル）の信号と２つのＢチャネル（情報チャネル）の信号の統合／分離機能を備えた
ものであり、Ｄチャネル伝送制御部３１は、呼設定／呼解放手順処理などＩＳＤＮのＤチ
ャネル上の信号処理を実行するためのものであり、Ｂチャネル伝送制御部３２，３３は、
Ｂチャネル上で行うグループ４ファクシミリ伝送手順機能を実現するためのものである。
【０１７４】
インターネットインターフェース回路３４は、このファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａ
をインターネットＩＮＥＴに接続するためのものであり、インターネット伝送制御部３５
は、インターネットＩＮＥＴを介して、他のデータ端末装置との間で種々のデータをやり
とりするための各種所定のプロトコルスイートの通信制御処理を実行するためのものであ
る。電子メールの送受信処理は、このインターネット伝送制御部３５により実行される。
【０１７５】
これらの、システム制御部２１、システムメモリ２２、パラメータメモリ２３、時計回路
２４、スキャナ２５、プロッタ２６、操作表示部２７、符号化復号化部２８、画像蓄積装
置２９、Ｄチャネル伝送制御部３１、Ｂチャネル伝送制御部３２，３３、および、インタ
ーネット伝送制御部３５は、システムバス３６に接続されており、これらの各要素間での
データのやりとりは、主としてこのシステムバス３６を介して行われている。
【０１７６】
図２１は、グループ４ファクシミリ装置ＦＦａが画情報伝送時に実行する伝送手順の一例
を示している。また、この手順は、グループ４ファクシミリ装置ＦＦａと、ファクシミリ
ゲートウェイ装置ＧＦａとの間の画情報伝送時にも適用される。
【０１７７】
まず、発端末（グループ４ファクシミリ装置）は、目的の着端末（グループ４ファクシミ
リ装置）を宛先に指定した呼設定メッセージＳＥＴＵＰをデジタル公衆網ＩＳＤＮに送出
して着端末との呼設定を要求し、これにより、デジタル公衆網ＩＳＤＮは、呼設定状況を
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通知するための呼設定受付メッセージＣＡＬＬ＿ＰＲＯＣを発端末に送出するとともに、
指定された着端末に呼設定メッセージＳＥＴＵＰを送出して発呼する。
【０１７８】
着端末は、着信応答すると応答メッセージＣＯＮＮをデジタル公衆網ＩＳＤＮに送出し、
それにより、デジタル公衆網ＩＳＤＮは、着端末に応答確認メッセージＣＯＮＮ＿ＡＣＫ
を送出して着端末の応答を確認し、その時点で、発端末と着端末の間にデータ伝送のため
の情報チャネル（Ｂチャネル）が確立し、これにより、発端末および着端末は、Ｂチャネ
ル上の伝送手順を開始する。
【０１７９】
このＢチャネル上の伝送手順では、まず、発端末は、コマンドＳＡＢＭを送出してリンク
レイヤの設定を要求し、着端末はレスポンスＵＡを応答し、これによって、リンクレイヤ
が設定される。
【０１８０】
次いで、発端末は、ネットワークレイヤをエンド・ツ・エンドで張るために、信号ＳＱを
送出し、着端末は、それを受け付けるために信号ＳＦを送出し、次いで、発端末は、発呼
要求のために信号ＣＲを送出し、着端末は、信号ＣＡを応答して呼を受け付け、それによ
り、ネットワークレイヤが設定される。
【０１８１】
次いで、発端末は、トランスポートレイヤを設定するために、信号ＴＣＲを送出し、着端
末は、それを受け付けるために信号ＴＣＡを送出し、それによって、トランスポートレイ
ヤが設定される。
【０１８２】
そして、発端末は、セッションレイヤのコネクションを設定するために、セッション開始
コマンドＣＳＳを送出し、着端末は、セッション開始肯定レスポンスＲＳＳＰを応答して
、それにより、セッションレイヤが開始される。
【０１８３】
次に、発端末は、使用する伝送機能のネゴシエーションするためにドキュメント機能リス
トコマンドＣＤＣＬを送出し、また、着端末は、ドキュメント機能リスト肯定レスポンス
ＲＤＣＬＰを送出し、それによって、受信能力の調整が行われる。
【０１８４】
このようにして、画情報送信の準備が整うと、発端末は、送信する文書を区別するための
ドキュメント参照番号など送信する文書情報を管理するための種々の情報を備えたドキュ
メント開始コマンドＣＤＳに続いて、複数のドキュメントユーザ情報コマンドＣＤＵＩを
用いて１文書分の画情報を送信し、その送信を終了すると、ドキュメント終了コマンドＣ
ＤＥを送出して、１文書の画情報の終了を通知する。
【０１８５】
着端末は、ドキュメント終了コマンドＣＤＥを受信すると、このときの文書の受信が正常
終了したことをあらわすドキュメント終了肯定レスポンスＲＤＥＰを送出する。
【０１８６】
また、１文書中に複数のページが含まれる場合には、最終ページを除き、各ページの画情
報の送信を終了した時点で、発端末は、１ページ終了をあらわすドキュメントページ境界
コマンドＣＤＰＢを送出し、着端末は、このときの１ページ分の画情報の正常受信したこ
とをあらわすドキュメントページ境界肯定レスポンスＲＤＰＢＰを送出する。
【０１８７】
このようにして、１文書分の画情報伝送を終了すると、発端末は、セッション終了コマン
ドＣＳＥを送出し、着端末はセッション終了肯定レスポンスＲＳＥＰを送出して、セッシ
ョンレイヤのコネクションを解放する。
【０１８８】
次いで、発端末は、ネットワークレイヤの信号ＣＱを送出し、それに対して着端末は、信
号ＣＦを送出し、それによって、ネットワークレイヤが解放され、さらに、発端末は、リ
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ンクレイヤのコマンドＤＩＳＣを送出し、着端末は、レスポンスＵＡを送出し、それによ
って、リンクレイヤが解放される。
【０１８９】
このようにして、Ｂチャネル上のリンク（呼）が解放されると、発端末は、切断メッセー
ジＤＩＳＣをデジタル公衆網ＩＳＤＮに送出して情報チャネルの解放を要求し、デジタル
公衆網ＩＳＤＮは、解放メッセージＲＥＬを発端末に送出して情報チャネルの復旧を通知
する。一方、デジタル公衆網ＩＳＤＮは、着端末に切断メッセージＤＩＳＣを送出して情
報チャネルの解放を要求し、着端末は、解放メッセージＲＥＬをデジタル公衆網ＩＳＤＮ
に送出して情報チャネルの復旧を通知する。
【０１９０】
これにより、発端末は、チャネル切断完了を通知する解放完了メッセージＲＥＬ＿ＣＯＭ
Ｐをデジタル公衆網ＩＳＤＮに応答し、それにより、発端末とデジタル公衆網ＩＳＤＮと
の間の情報チャネルが解放される。それとともに、デジタル公衆網ＩＳＤＮは、解放完了
メッセージＲＥＬ＿ＣＯＭＰを着端末に送出し、それによって、デジタル公衆網ＩＳＤＮ
と着端末との間の情報チャネルが解放される。その結果、発端末と着端末との間に設定さ
れていた情報チャネルが完全に解放される。
【０１９１】
このようにして、発端末と着端末との間に情報チャネルが設定されて、データ伝送が行わ
れ、データ伝送が終了すると、情報チャネルが解放される。
【０１９２】
本実施例において、電子メールやＤＳＮの確認メールおよびＭＤＮの確認メールは、上述
した実施例と同様の内容のものを採用する。
【０１９３】
図２２は、電子メールを受信した際にファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａが実行する処
理の一例を示している。
【０１９４】
まず、ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦは、電子メールを受信すると（判断６０１の結
果がＹＥＳ）、そのときの電子メールに転送指定がされているかどうかを調べる（判断６
０２）。転送指定がされていない場合で、判断６０２の結果がＮＯになるときには、自端
末宛の画情報を受信した場合なので、本文情報から画情報を取り出し、その画情報の受信
原稿を記録出力して（処理６０３）、この動作を終了する。
【０１９５】
一方、転送指定がされている場合で、判断６０２の結果がＹＥＳになるときには、受信し
た電子メールから転送宛先を取得して（処理６０４）、グループ４ファクシミリ転送処理
を開始する（処理６０５）。
【０１９６】
これにより、電子メールの受信と平行して、グループ３ファクシミリ転送処理が開始され
るので、電子メールの受信が終了するのを待ち（判断６０６のＮＯループ）、電子メール
の受信が終了して判断６０６の結果がＹＥＳになると、この処理を終了する。
【０１９７】
図２３、図２４、および、図２５は、グループ４ファクシミリ転送処理の一例を示してい
る。
【０１９８】
まず、指定された転送宛先へ発呼し、相手端末（転送宛先）との間で、所定の呼設定手順
を実行して、情報チャネルを確立する（処理７０１）。次いで、相手端末（転送宛先）と
の間で所定のグループ４ファクシミリ伝送前手順を行って、使用する伝送機能等を設定す
る（処理７０２）。
【０１９９】
次いで、送信するページを選択し（処理７０３）、該当する電子メールの受信情報から選
択したページの画情報を抽出し、ファクシミリ画情報へ変換し（処理７０４）、相手端末
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へと送信する（処理７０５）。
【０２００】
１ページ分の画情報の送信を終了すると、次の送信ページがあるかどうかを調べ（判断７
０６）、判断７０６の結果がＹＥＳになるときには、メッセージ後コマンドとしてコマン
ドＣＤＰＢを送出し（処理７０７）、相手端末よりレスポンスを受信する（処理７０８）
。
【０２０１】
次いで、受信したレスポンスの内容がレスポンスＲＤＰＢＰであるかどうかを調べ（判断
７０９）、判断７０９の結果がＹＥＳになるときには、処理７０３へ戻り、次の送信ペー
ジの送信動作を行う。
【０２０２】
また、受信したレスポンスの内容がレスポンスＲＤＰＢＰではなく、判断７０９の結果が
ＮＯになるときには、そのときに同一ページを再送できるかどうかを調べる（判断７１０
）。同一ページの再送が許可されている場合で、同一ページの再送回数が所定回数以下の
場合には、同一ページを再送することができ、判断７１０の結果がＹＥＳになる。この場
合には、所定のシフトダウン手順を実行し（処理７１１）、処理７０４へ移行して、同一
ページを再度送信する。
【０２０３】
また、判断７１０の結果がＮＯになるときには、このときの画情報送信を中断するので、
所定の強制終了手順を実行し（処理７１２）、所定の呼切断解放手順を実行する（処理７
１３）。次いで、上述した中断確認メールを作成・送信する中断確認メール作成・送信処
理を実行する（処理７１４）。
【０２０４】
そして、同一宛先へ再発呼し、相手端末との間で所定の呼設定手順を実行して、情報チャ
ネルを確立する（処理７１５）。次いで、相手端末（転送宛先）との間で所定のグループ
４ファクシミリ伝送前手順を行って、使用する伝送機能等を設定する（処理７１６）。
【０２０５】
次いで、未送信ページから送信するページを選択し（処理７１７）、該当する電子メール
の受信情報から選択したページの画情報を抽出し、ファクシミリ画情報へ変換し（処理７
１８）、相手端末へと送信する（処理７１９）。
【０２０６】
１ページ分の画情報の送信を終了すると、次の送信ページがあるかどうかを調べ（判断７
２０）、判断７２０の結果がＹＥＳになるときには、メッセージ後コマンドとしてコマン
ドＣＤＰＢを送出し（処理７２１）、相手端末よりレスポンスを受信する（処理７２２）
。
【０２０７】
次いで、受信したレスポンスの内容がレスポンスＲＤＰＢＰであるかどうかを調べ（判断
７２３）、判断７２３の結果がＹＥＳになるときには、処理７１７へ戻り、次の送信ペー
ジの送信動作を行う。
【０２０８】
また、受信したレスポンスの内容がレスポンスＲＤＰＢＰではなく、判断７２３の結果が
ＮＯになるときには、このときの画情報送信を中断するので、所定の強制終了手順を実行
し（処理７２４）、所定の呼切断解放手順を実行する（処理７２５）。次いで、上述した
送信失敗確認メールを作成・送信する送信失敗通知メール作成・送信処理（上述した処理
と同じ）を実行し（処理７２６）、この処理を終了する。
【０２０９】
一方、最初の発呼時に行う画情報送信において、全てのページについての送信動作が終了
した場合で、判断７０６の結果がＮＯになるとき、あるいは、再発呼時の画情報送信にお
いて、全てのページについての送信動作が終了した場合で、判断７２０の結果がＮＯにな
るとき、メッセージ後コマンドとしてコマンドＣＤＥを送出し（処理７３０）、相手端末
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よりレスポンスを受信する（処理７３１）。
【０２１０】
次いで、受信したレスポンスの内容がレスポンスＲＤＰＢＰであるかどうかを調べ（判断
７３２）、判断７３２の結果がＹＥＳになるときには、所定のグループ４ファクシミリ終
了手順を実行し（処理７３３）、呼切断解放手順を実行する（処理７３４）。次いで、上
述した送信成功確認メールを作成・送信する送信成功通知メール作成・送信処理（上述し
た処理と同じ）を実行し（処理７３５）、この処理を終了する。
【０２１１】
一方、受信したレスポンスの内容がレスポンスＲＤＰＢＰではなく、判断７３２の結果が
ＮＯになるときには、所定のグループ４ファクシミリ終了手順を実行し（処理７３６）、
呼切断解放手順を実行する（処理７３７）。次いで、上述した送信失敗確認メールを作成
・送信する送信失敗通知メール作成・送信処理（上述した処理と同じ）を実行し（処理７
３８）、この処理を終了する。
【０２１２】
このようにして、本実施例では、中継依頼の電子メールを受信したとき、その受信動作と
平行して、指定された中継宛先への画情報送信を開始して実行するので、確認メールをよ
り早期に、中継依頼元へ送信することができる。
【０２１３】
また、画情報送信が中断した場合には、その旨を通知する確認メールも送信するので、中
継依頼元は、より詳細に中継送信動作について知ることができる。
【０２１４】
なお、上述した実施例における確認メールの具体的な内容は、一つの例であり、それぞれ
必要に応じて各種フィールドまたは項目が付加されたり、あるいは、除去されたりする。
【０２１５】
また、上述した実施例では、端末機能を備えたファクシミリゲートウェイ装置（インター
ネットファクシミリゲートウェイ装置）について説明したが、端末機能を備えず、転送機
能のみを備えたファクシミリゲートウェイ装置についても、本発明を同様にして適用する
ことができる。
【０２１６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシ
ミリ装置と画情報をやりとりする機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて
画情報をやりとりする機能を少なくとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ
装置において、受信した電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指
示され、かつ、ＤＳＮによるメールの配達確認（正常終了）のリクエストを受けたとき、
その電子メールの受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するそ
の電子メールに含まれる画情報の送信を開始する画情報転送手段と、この画情報転送手段
の画情報送信が正常終了したときには、ＤＳＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運
ぶ電子メールを作成して、その画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので
、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することができるという効果を得る。
【０２１７】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮによるメー
ルの配達確認（正常失敗）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信中に、指定
された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の
送信を開始する画情報転送手段と、この画情報転送手段の画情報送信が正常終了しなかっ
たときには、ＤＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、
その画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に
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、中継依頼元へ送信することができるという効果を得る。
【０２１８】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮによるメー
ルの配達確認（正常終了）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信中に、指定
された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の
送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信でき
なかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信で
きなかったページの画情報を送信する画情報転送手段と、この画情報転送手段が画情報送
信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メ
ッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、また、上記画情報
転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＤＳＮの送信成功をあ
らわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の送信元へ送信する配達
確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することができ
るという効果を得る。
【０２１９】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮによるメー
ルの配達確認（正常失敗）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信中に、指定
された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の
送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信でき
なかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信で
きなかったページの画情報を送信する画情報転送手段と、この画情報転送手段が画情報送
信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メ
ッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、また、上記画情報
転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかったときには、ＤＳＮの送信失
敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成してその画情報の送信元へ送信する
配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することが
できるという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作について知るこ
とができるという効果も得る。
【０２２０】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電子メールに
ＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電子メールの
受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含
まれる画情報の送信を開始する画情報転送手段と、この画情報転送手段の画情報送信が正
常終了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作
成し、その画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより
早期に、中継依頼元へ送信することができるという効果を得る。また、中継依頼元はより
詳細に中継送信動作について知ることができるという効果も得る。
【０２２１】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
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ルに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電子メールに
ＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電子メールの
受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含
まれる画情報の送信を開始する画情報転送手段と、この画情報転送手段の画情報送信が正
常終了しなかったときには、ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メー
ルを作成し、その画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メール
をより早期に、中継依頼元へ送信することができるという効果を得る。
【０２２２】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電子メールに
ＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電子メールの
受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含
まれる画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認
応答を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確
認応答を受信できなかったページの画情報を送信する画情報転送手段と、この画情報転送
手段が画情報送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨の
ＭＤＮの確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、ま
た、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＭＤＮ
の送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の送信元
へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信
することができるという効果を得る。
【０２２３】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電子メールに
ＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電子メールの
受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含
まれる画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認
応答を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確
認応答を受信できなかったページの画情報を送信する画情報転送手段と、この画情報転送
手段が画情報送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨の
ＭＤＮの確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、ま
た、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかったときには、
ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の
送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に、中継依頼元
へ送信することができるという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動
作について知ることができるという効果も得る。
【０２２４】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮによるメー
ルの配達確認（正常終了）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信中に、指定
された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の
送信を開始する画情報転送手段と、この画情報転送手段の画情報送信が正常終了したとき
には、ＤＳＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画
情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に、中継
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依頼元へ送信することができるという効果を得る。
【０２２５】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮによるメー
ルの配達確認（正常失敗）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信中に、指定
された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の
送信を開始する画情報転送手段と、この画情報転送手段の画情報送信が正常終了しなかっ
たときには、ＤＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、
その画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に
、中継依頼元へ送信することができるという効果を得る。
【０２２６】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮによるメー
ルの配達確認（正常終了）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信中に、指定
された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の
送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信でき
なかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信で
きなかったページの画情報を送信する画情報転送手段と、この画情報転送手段が画情報送
信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メ
ッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、また、上記画情報
転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＤＳＮの送信成功をあ
らわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の送信元へ送信する配達
確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することができ
るという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作について知ることが
できるという効果も得る。
【０２２７】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮによるメー
ルの配達確認（正常失敗）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信中に、指定
された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれる画情報の
送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認応答を受信でき
なかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確認応答を受信で
きなかったページの画情報を送信する画情報転送手段と、この画情報転送手段が画情報送
信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認メ
ッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、また、上記画情報
転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかったときには、ＤＳＮの送信失
敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成してその画情報の送信元へ送信する
配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することが
できるという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作について知るこ
とができるという効果も得る。
【０２２８】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
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ルに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電子メールに
ＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電子メールの
受信中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含
まれる画情報の送信を開始する画情報転送手段と、この画情報転送手段の画情報送信が正
常終了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作
成し、その画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより
早期に、中継依頼元へ送信することができるという効果を得る。
【０２２９】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電子メールに
ＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電子メールの
受信中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含
まれる画情報の送信を開始する画情報転送手段と、この画情報転送手段の画情報送信が正
常終了しなかったときには、ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メー
ルを作成し、その画情報の送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メール
をより早期に、中継依頼元へ送信することができるという効果を得る。
【０２３０】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電子メールに
ＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電子メールの
受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含
まれる画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認
応答を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確
認応答を受信できなかったページの画情報を送信する画情報転送手段と、この画情報転送
手段が画情報送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨の
ＭＤＮの確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、ま
た、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＭＤＮ
の送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の送信元
へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信
することができるという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作につ
いて知ることができるという効果も得る。
【０２３１】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置において、受信した電子メー
ルに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電子メールに
ＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電子メールの
受信中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含
まれる画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認
応答を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確
認応答を受信できなかったページの画情報を送信する画情報転送手段と、この画情報転送
手段が画情報送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨の
ＭＤＮの確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、ま
た、上記画情報転送手段の画情報送信または再送信動作が正常終了しなかったときには、
ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の
送信元へ送信する配達確認制御手段を備えたので、確認メールをより早期に、中継依頼元
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へ送信することができるという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動
作について知ることができるという効果も得る。
【０２３２】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常終了）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信
中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれ
る画情報の送信を開始し、上記指定された転送先への画情報送信が正常終了したときには
、ＤＳＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報
の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信するこ
とができるという効果を得る。
【０２３３】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信
中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれ
る画情報の送信を開始し、上記指定された転送先への画情報送信が正常終了しなかったと
きには、ＤＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その
画情報の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信
することができるという効果を得る。
【０２３４】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常終了）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信
中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれ
る画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認応答
を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確認応
答を受信できなかったページの画情報を送信する一方、上記指定された転送先への画情報
送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認
メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、また、上記指定
された転送先への画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＤＳＮの送信成
功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の送信元へ送信す
るようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することができるという
効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作について知ることができると
いう効果も得る。
【０２３５】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信
中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれ
る画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認応答
を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確認応
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答を受信できなかったページの画情報を送信する一方、上記指定された転送先への画情報
送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認
メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、また、上記指定
された転送先への画情報送信または再送信動作が正常終了しなかったときには、ＤＳＮの
送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の送信元へ
送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することができる
という効果を得る。また、中継依頼元はより詳細に中継送信動作について知ることができ
るという効果も得る。
【０２３６】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電
子メールにＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電
子メールの受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子
メールに含まれる画情報の送信を開始し、上記指定された転送先への画情報送信が正常終
了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成し
、その画情報の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元
へ送信することができるという効果を得る。
【０２３７】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電
子メールにＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電
子メールの受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子
メールに含まれる画情報の送信を開始し、上記転送先へのの画情報送信が正常終了しなか
ったときには、ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成し、
その画情報の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ
送信することができるという効果を得る。
【０２３８】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電
子メールにＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電
子メールの受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子
メールに含まれる画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページにつ
いての確認応答を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再
発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信する一方、上記指定された転
送先への画情報送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨
のＭＤＮの確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、
また、上記指定された転送先への画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、
ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成してその画情報の送
信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することが
できるという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作について知るこ
とができるという効果も得る。
【０２３９】
また、アナログ公衆網に接続して、グループ３ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
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くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ３ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電
子メールにＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電
子メールの受信中に、指定された転送先のグループ３ファクシミリ装置に対するその電子
メールに含まれる画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページにつ
いての確認応答を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再
発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信する一方、上記指定された転
送先への画情報送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨
のＭＤＮの確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、
また、上記指定された転送先へのの画情報送信または再送信動作が正常終了しなかったと
きには、ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その
画情報の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信
することができるという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作につ
いて知ることができるという効果も得る。
【０２４０】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常終了）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信
中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれ
る画情報の送信を開始し、上記指定された転送先への画情報送信が正常終了したときには
、ＤＳＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報
の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信するこ
とができるという効果を得る。
【０２４１】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信
中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれ
る画情報の送信を開始し、上記指定された転送先への画情報送信が正常終了しなかったと
きには、ＤＳＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その
画情報の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信
することができるという効果を得る。
【０２４２】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常終了）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信
中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれ
る画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認応答
を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確認応
答を受信できなかったページの画情報を送信する一方、上記指定された転送先への画情報
送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認
メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、また、上記指定
された転送先への画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、ＤＳＮの送信成
功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の送信元へ送信す
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るようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することができるという
効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作について知ることができると
いう効果も得る。
【０２４３】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、ＤＳＮ
によるメールの配達確認（正常失敗）のリクエストを受けたとき、その電子メールの受信
中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子メールに含まれ
る画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページについての確認応答
を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再発呼し、確認応
答を受信できなかったページの画情報を送信する一方、上記指定された転送先への画情報
送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨のＤＳＮの確認
メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、また、上記指定
された転送先への画情報送信または再送信動作が正常終了しなかったときには、ＤＳＮの
送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その画情報の送信元へ
送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することができる
という効果を得る。また、中継依頼元はより詳細に中継送信動作について知ることができ
るという効果も得る。
【０２４４】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電
子メールにＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電
子メールの受信中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子
メールに含まれる画情報の送信を開始し、上記指定された転送先への画情報送信が正常終
了したときには、ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成し
、その画情報の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元
へ送信することができるという効果を得る。
【０２４５】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電
子メールにＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電
子メールの受信中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子
メールに含まれる画情報の送信を開始し、上記転送先へのの画情報送信が正常終了しなか
ったときには、ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成し、
その画情報の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ
送信することができるという効果を得る。
【０２４６】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電
子メールにＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電
子メールの受信中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子
メールに含まれる画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページにつ
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いての確認応答を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再
発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信する一方、上記指定された転
送先への画情報送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨
のＭＤＮの確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、
また、上記指定された転送先への画情報送信または再送信動作が正常終了したときには、
ＭＤＮの送信成功をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成してその画情報の送
信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信することが
できるという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作について知るこ
とができるという効果も得る。
【０２４７】
また、デジタル公衆網に接続して、グループ４ファクシミリ装置と画情報をやりとりする
機能と、インターネットに接続し、電子メールを用いて画情報をやりとりする機能を少な
くとも備えたインターネットファクシミリゲートウェイ装置の制御方法において、受信し
た電子メールに、グループ４ファクシミリ装置への画情報転送が指示され、かつ、その電
子メールにＭＤＮによるメールの配達確認のリクエスト情報が含まれているとき、その電
子メールの受信中に、指定された転送先のグループ４ファクシミリ装置に対するその電子
メールに含まれる画情報の送信を開始するとともに、その画情報の送信時、全ページにつ
いての確認応答を受信できなかった場合には、一旦、画情報送信を中止し、同一宛先へ再
発呼し、確認応答を受信できなかったページの画情報を送信する一方、上記指定された転
送先への画情報送信を中止した場合には、確認応答を受信したページまで送信終了した旨
のＭＤＮの確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、上記画情報の送信元へ送信し、
また、上記指定された転送先へのの画情報送信または再送信動作が正常終了しなかったと
きには、ＭＤＮの送信失敗をあらわす確認メッセージを運ぶ電子メールを作成して、その
画情報の送信元へ送信するようにしたので、確認メールをより早期に、中継依頼元へ送信
することができるという効果を得る。また、中継依頼元は、より詳細に中継送信動作につ
いて知ることができるという効果も得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例にかかるファクシミリ通信システムの概略を示したブロック図
。
【図２】ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦの構成例を示したブロック図。
【図３】ファクシミリ画情報を送信する際に用いられる電子メールの一例を示した概略図
。
【図４】グループ３ファクシミリ装置ＦＦの伝送手順の一例を示したタイミングチャート
。
【図５】ＤＳＮの配達確認要求を行う際のＳＭＴＰクライアントとＳＭＴＰサーバ間のプ
ロトコルの一例を示したタイミングチャート。
【図６】ＤＳＮの送信成功時の確認メールの一例を示した概略図。
【図７】ＤＳＮの送信失敗時の確認メールの一例を示した概略図。
【図８】ＤＳＮの送信中断時の確認メールの一例を示した概略図。
【図９】ＭＤＮの送信成功時の確認メールの一例を示した概略図。
【図１０】ＭＤＮの送信失敗時の確認メールの一例を示した概略図。
【図１１】ＭＤＮの送信中断時の確認メールの一例を示した概略図。
【図１２】電子メールを受信した際にファクシミリゲートウェイ装置ＧＦが実行する処理
の一例を示したフローチャート。
【図１３】グループ３ファクシミリ転送処理の一例を示したフローチャート。
【図１４】グループ３ファクシミリ転送処理の一例を示したフローチャート（続き）。
【図１５】グループ３ファクシミリ転送処理の一例を示したフローチャート（続き）。
【図１６】中断確認メール作成・送信処理の一例を示したフローチャート。
【図１７】送信失敗確認メール作成・送信処理の一例を示したフローチャート。
【図１８】送信成功確認メール作成・送信処理の一例を示したフローチャート。
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【図１９】本発明の他の実施例にかかるファクシミリ通信システムの概略を示したブロッ
ク図。
【図２０】ファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａの構成例を示したブロック図。
【図２１】グループ４ファクシミリ装置ＦＦａが画情報伝送時に実行する伝送手順の一例
を示したタイミングチャート。
【図２２】電子メールを受信した際にファクシミリゲートウェイ装置ＧＦａが実行する処
理の一例を示したフローチャート。
【図２３】グループ４ファクシミリ転送処理の一例を示したフローチャート。
【図２４】グループ４ファクシミリ転送処理の一例を示したフローチャート（続き）。
【図２５】グループ４ファクシミリ転送処理の一例を示したフローチャート（続き）。
【符号の説明】
ＧＦ，ＧＦａ　ファクシミリゲートウェイ装置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】
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